
 

本郷特別支援学校の「個別教育計画と評価」 
本校では、横浜市の個別教育計画の考え方や書式を基本として、独自の「個別教育計

画と評価」と言う名称で、児童生徒一人ひとりへの指導支援にあたっています。児童生

徒の状態やニーズを明らかにし、それらを基に長期・短期目標を設定し、それを教科も

含めた学校生活や教育活動全般の中で具現化していくものと捉えています。もちろん

「個別」「集団」という指導形態を含めての個々の計画です。  

そして、小学部・中学部・高等部の三学部をあわせもつ特別支援学校の一貫教育と言

う観点から、継続性を考え、学部が変わっても指導支援のねらいの明確化やつながりを

大切にするため、評価項目を学習指導要領に準じて統一しました。  

また、保護者との連携という基本的な考え方を重視し、作成、実践、評価に渡って様々

な方法で密に話し合いや連絡をもち、家庭と学校が共に子どもに関わっていけるように

しています。 

    「計画―実践―評価」のサイクルを大切にし、それを常に保護者とも共有化することを

願い、本校では平成１６年度より、従来の通知表、あゆみ等と一本化した教育計画及び

評価システムとして位置付けています。  

   《書式の大項目》  ⑴現在の状態 

             ⑵教育的ニーズ 

             ⑶長期目標、短期目標  

             ⑷前期の指導内容及び評価  

             ⑸後期の指導内容及び評価・次年度への修正点  

             ⑹総合所見 

             ⑺出席の記録  

   《評価項目と学部間のつながり》             

小 学 部 中 学 部 高 等 部 

 

・生活 

・国語 

 

・算数 

 

・音楽 

・図画工作 

・体育 

 

 

 

・道徳 

・特別活動 

・自立活動 

 

・総合所見 

 

 

・（生活）注１ 

・国語 

・社会 

・数学 

・理科 

・音楽 

・美術 

・保健体育 

・職業・家庭 

 

・（外国語） 

・道徳 

・特別活動 

・自立活動 

・総合的な学習の時間 

・総合所見 

 

 

・国語 

・社会 

・数学 

・理科 

・音楽 

・美術 

・保健体育 

・職業 

・家庭 

・（外国語･情報）注２ 

・道徳 

・特別活動 

・自立活動 

・総合的な学習の時間 

・総合所見 

注１ 「生活」は必要な生徒のみ 

注２ 選択教科（中学部「外国語」高等部「外国語」「情報」）を選択した生徒のみ  

 

 

 

 

 

 


